


















































































































































































































































年度（単位1，000＄） 8818990 91 92





























年 1984 1985 19871988
母　　数 351 125 ・281 175
????????校学
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施設利用
学部・大学院 54 27 29 34
大学院のみ 6 4 7 6
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　科目のコンピュータ利用に関して学部と大学院は類似の傾向を示している．情報システム，経営
科学，統計，生産・OR等は50％以上であり，経済，組織行動などは低い．金融・財務，会計，マ
ーケティングについては，85年との比較では，表は示していないが，学部でそれぞれ，17，22，17
ポイントの上昇を示している，
　コンピュータ利用科目の授業提供形態は表13に示した通りである．これによると市販のパッケイ
ジが圧倒的であり，テキスト，内部開発の順になると考えて良いであろう．しかし，大学院では内
部開発の比重が上昇する．多くの教科書は学部学生向けに書かれているとの状況を反映しているも
のであろう．
　83％の学校が，教室にマイクpあるいは
ターミナルを設置していると回答し，36％
がヴィデオ投影機を備え，12校が教室の25
％以上を情報化し，3校が100％情報化し
ていると回答している．
　コソピュータ教育は，図12に示した如く
に，教室が主流であるが，無料資料，講習
会等も多い．
Izz 羽 63
?
4日 2②
?
図12コンピュータ訓練
教室
資料
学期中
講習会
CAI
個人（BS）
個八（大学）
　米国のB一スクールのコンピュータ化の現状と将来展望の局面をクラスター分けすると，以下の
ようになる．コンピュータ化の米国でのサイクルの局面は，
①調査期情：報収集，アイディアを考慮する段階
②初期行動：代替案からの選択，支援を求める，活動認可，①，②の実験を伴い，具体的には，
　　32ビットWSの導入，学生のDTP，スタッフのDTP導入などである．
③　導入期：据え付け，テスト，感触を得る時期でありえる．
④　ユーザーへの開放期：ユーザー支援を開始し，日々のニーズを認識する，コンピュータ教室
　　の設置，LNAへの配慮，カリキュラムへのコソピュータ教育の導入等が行われる．
⑤発展前期：最小限度の拡大，利用需要に対応できない資源，教室へのコンピュータ設置，
　　LAN架設，ポータブル機の導入，ソフトウェアー情報の提供，ソフト利用
⑥発展後期：急速な資源の拡大，需要と期待の拡大，ハード情報の提供，学生およびスタッフ
　　のコンピュータ・リテラシー，学生およびスタッフのコンピュータ集約的利用，管理，運用の
　　ための利用，コンピュータ運用予算化
⑦成熟期：サービスの継続常規的パターン，資源とユーザーの一致，利用者に見合ったLab
　　とシステムの構築，研究・教育への小型・大型機の利用
⑧　制度化：陳腐化した資源の更新，「あるべき姿」への期待
⑨転換点：古い技術が現状と翻酷する，現状の点検
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　⑩再活性化：新しい関心と興味，新しい拡大・適応分野・ユーザーのように分類されている．
　　わが国では，大型機中心の指向が強いのに対して，マイクロを主流に置いていることが異なる．
　（3）情報化戦略
　①　基本計画
　B一スクールの情報化について，公式な計画書の存在については，72校（41％）があると回答し
ている．その目的は表8に掲げた．
表8コンピュータ化計画
基本戦略：学生のコンピュータ・リテラシー，地域との関連
教　　育：教室のコンピュータによる統合，教育支援，科目開発，学生の情報理解と利用
機器構成：既存技術の保持，利用者拡大，大型→マイクロの転換
ソフト／データベース：利用可能なデータの拡大，ソフト充実
ネットワーク：B一スクールの情報網，全学との情報網
支　援：研究支援，管理業務支援
　以上の諸目的で多くの学校で目標とされているものは，教育であり，次いで機器が挙げられてい
る．
　②　予　　算
　予算の問題が焦眉である．この予算額は運用に関わるものであって人件費，機器取得等の費用は
含まれていない．
　　　表9　コンピュータ運用予算額　　　　　　全体での予算は，約300万ドルであり，大学院に
金 額1校数険齋
　5，000ドル以下
　5，000－　　　50，000
50，000N　　150，000
150，000．．　　300，000
300，000－．　　500，000
500，000N　　750，000
750，000．v1，000，000
????????ー?????? ??
（103），科目開発への教員の意欲（86），目的・計画の欠如（79），
（78）等である．
③教育とカリキュラム
表10は教育およびカリキュラム上の問題点である．
　　　　　　　　　　　表10教育およびカリキュラム上の問題点（N＝175）
44，学部に27％，その他管理業務等に29％が支出さ
れている．学生一人当たりでは，125ドルであり，
中央値は25ドルであるので，数校が多額の支出をし
ていることが明らかとなる（表9）．
　情報化戦略の問題点は，予算（129），適切なカリ
キュラム開発（124），技術へのキャッチ・アップ
　　　　　　　　　全校のハードとソフトの標準化
科目開発上のインセンティヴ
適切な統合上の水準
技術利用の教育形態
統合される科目の選定
129
125
103
86
定まった教育過程の欠如
教室でのコソピュ・一一タの利用不可能
教育支援のためのデータベースの欠如
?????）
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　以上の問題点は，人員スタッフ，科目内容，
ベルでは更に複雑になろう．
ソフトウェアー等と複雑に錯綜しており，具体的レ
（文責　江田）
